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　パプアニューギニア政府は2006年に運輸セクターの政策
見直しを行い、インフラの新設よりも既存のインフラの補
修や維持管理に財源を優先的に配分する計画に改めた。こ
の計画の中で、ブーゲンビル島の海岸幹線道路は最優先で
整備を行うべき国道の一つとして選定されていた。
　この海岸道路は、ココパウからアラワまで約190kmを結
ぶ生活道路として、また、カカオやコプラなどの農産物を
輸送するルートとして、ブーゲンビル島では最も重要な幹
線道路である。しかし、同区間には、橋梁の破損や老朽化
などによって架橋されていない所が15カ所もあり、通行に
支障が出ていたため、同国政府は、橋梁改修の協力を日本
に要請。調査の結果、経済性・施工性・耐久性などを考慮
して、15カ所すべてについて新たな橋梁を建設することに
なった。

　今回のプロジェクトが完了したことにより、海岸道路の
全区間で川床を渡河することなく通行することが可能とな
った。これに伴い、所要時間は約１時間短縮され、増水時
に発生していた年間30日程度の通行止めも解消される。また、
乗用車・バイク・自転車など交通手段の多様化や、車両の
大型化、車両数の増加にも対応が可能となることにより、
日常生活に必要な物資の輸送が安定し、医療や教育施設へ
のアクセスが容易になるなど、沿線住民の生活環境は大き
く向上する。
　今後は、農林業などの地域経済の活性化や今後の地域開
発にも大いに寄与していくものと期待されている。
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最重要幹線に15橋梁を建設、住民の生活向上と経済発展に寄与
［パプアニューギニア］ブーゲンビル海岸幹線道路橋梁整備計画
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コンサルティング

　エチオピア国北部のティグライ州は、アフリカ大地溝帯
の西端に位置し、標高2,000m前後の山岳地帯と台地が広が
っている。年間の平均降水量は200～800mm程度で、６～
９月の雨季のみに集中し、干ばつ被害が深刻な地域とされる。
2005年における同州の給水率は33.3％と、同国全体の35％
を下回るだけでなく、厳しい貧困と劣悪な衛生環境によって、
５歳児未満の死亡率は18.2％に上る。また、慢性的な水不
足から、水因性疾患や女性の水汲み労働などの問題も深刻
化している。
　こうした状況の解消に向けて、連邦財務経済開発省を通
じて、主に地下水を水源とした給水施設の建設（リハビリ
を含む）および関連機材調達を目的とした水供給整備・改
修計画の要請があった。06～07年に予備調査および基本設
計調査、詳細設計を実施し、09年に事業化調査を行った。

　本事業では無償資金協力として、94カ所の給水施設を建
設（うちリハビリ３カ所）するとともに、井戸改修用機材
を調達し、ソフトコンポーネントとして州および郡レベル
の運営維持管理教育、94給水施設の水管理委員会の訓練を
実施する。これによって、これまで安全な飲料水へのアク
セスが困難だった91村落（97集落）で飲料水が確保され、
給水人口は42万1,837人から48万4,131人、同州の給水率は
33.3％から全国平均を上回る38％に向上することが見込ま
れる。また、行政や住民による運営・維持管理体制が整備
され、水汲みの労働時間も短縮されて、女性や子どもの社
会進出、学習時間の増加が促されることが期待されている。
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安全な水へのアクセスを改善し、水汲み労働も軽減
［エチオピア］ティグライ州地方給水計画

5 工事風景：橋桁の設置

6 竣工式：民族衣装の地元住民を先頭に渡り初め

1 竣工式：橋廣治特命全権大使がテープカット

橋梁は15カ所で建設された3

2 ここでも渡河交通が行われていた

4 欄干に埋め込まれた記念プレート1
2

3 4 5 6

1 掘削工事

2 水質・水量を確認して新しい井戸を引き渡す 5 井戸の周囲のコンクリート打設

6 水汲み労働は大幅に軽減されるポンプの組み立て工事3 4
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